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得
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
誠
に
有
難
く
力
強
い

限
り
で
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
会
員
各
位

の
ご
賛
同
を
得
る
べ
く
、
役
員
の
方
々
は
じ

め
事
務
局
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
苦
労
に
は
頭
の

下
が
る
思
い
で
あ
り
、
改
め
て
会
員
各
位
、

並
び
に
関
係
各
位
に
深
甚
な
る
敬
意
と
謝
意

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
来
、
我
々
の
活
動
は「
人
間
の
本
性
は
善

で
あ
る
か
、
悪
で
あ
る
か
」と
い
う
と
こ
ろ
に

行
き
着
き
ま
す
。
本
性
が
善
で
あ
る
と
い
う

性
善
説
な
ら
ば
、
人
間
自
ら
が
己
を
律
す
る

こ
と
に
期
待
す
る
こ
と
大
で
あ
り
、
性
悪
説

な
ら
ば
他
か
ら
律
す
る
こ
と
が
ど
う
し
て
も

必
要
不
可
欠
で
す
。
人
間
は
本
来
、
弱
い
も

の
で
あ
り
、
両
方
の
視
点
が
必
要
と
思
い
ま

す
。
我
々
は
こ
の
中
で
、
自
律
の
精
神
に
訴

え
る
と
こ
ろ
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
日
本
国
が
、
そ
の
尊
厳
を
保

ち
な
が
ら
世
界
の
国
々
に
伍
し
て
い
く
に
は

国
民
の
意
識
が
最
重
要
課
題
で
す
。
そ
れ
が

最
も
よ
く
現
れ
る
の
が
、
納
税
意
識
の
高
さ

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
・

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
覚
を
深
め
て
、
使
命

達
成
の
た
め
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

海
辺
で
砂
山
を
築
く
こ
と
は
簡
単
で
す
。

で
も
一
夜
で
波
や
風
に
さ
ら
さ
れ
て
消
え
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
小
さ
く
と

も
岩
山
を
築
く
こ
と
は
大
き
な
苦
労
を
伴
い

ま
す
。
重
い
岩
を
遠
く
か
ら
運
ぶ
の
は
大
変

で
す
。
で
も
岩
山
は
一
夜
の
波
浪
や
疾
風
に

は
ビ
ク
と
も
し
ま
せ
ん
。
人
間
の
脆
い
心
の

中
に
砂
山
で
な
く
岩
山
を
築
く
こ
と
が
我
々

の
さ
ら
に
大
き
な
使
命
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

人
間
の
本
性
が
善
で
あ
る
こ
と
を
信
じ

て
、
前
進
す
る
の
み
で
す
。

一
体
と
な
り
各
納
税
協
力
団
体
と
も
連
携
を

密
に
し
て
、
そ
の
使
命
を
果
た
し
て
き
た
こ

と
を
大
い
に
誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
、
こ
う
し
て
公
益
法
人
制
度
は
明
治
時

代
の
民
法
制
定
以
降
、
幾
多
の
星
霜
を
重
ね

て
き
ま
し
た
が
、
制
度
の
矛
盾
や
綻
び
が
出

て
き
た
こ
と
か
ら
、
国
家
全
体
と
し
て
公
益

法
人
の
見
直
し
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
よ
り
国
民
に
開
か
れ
た
透
明
度
の
高

い
運
営
と
国
民
の
利
益
、
即
ち
公
益
に
適
っ

た
事
業
の
展
開
が
求
め
ら
れ
て
き
た
の
で
あ

り
ま
す
。
単
な
る「
社
団
法
人
の
会
員
の
み
の

た
め
」と
い
う
性
格
か
ら
大
き
く
脱
却
を
せ
ね

ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

我
々
国
民
は
現
憲
法
下
で
は
、
果
た
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
四
大
義
務
、
即
ち
、
法
律

を
守
る
義
務
、
皆
が
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
労
働
の
義
務
、
子
弟
に
教
育
を
受
け
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
教
育
の
義
務
、
そ
し
て

納
税
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。
中
で
も
納
税
の

義
務
は
大
き
な
苦
痛
と
見
な
さ
れ
が
ち
で
あ

り
、
国
民
の
反
感
を
招
き
や
す
い
側
面
が
あ

り
ま
す
。

　

我
々
は
電
車
や
バ
ス
に
乗
る
時
、
料
金
を

払
い
ま
す
し
、
美
術
館
や
映
画
館
に
入
る
時
、

入
場
料
を
払
う
こ
と
は
当
然
で
何
の
抵
抗
も

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
日
常
生
活
に
お
い

て
安
全
で
安
定
し
た
最
低
限
の
文
化
的
な
生

活
を
送
る
に
は
、
そ
れ
相
当
の
対
価
が
必
要

で
あ
る
こ
と
は
意
識
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。
例
え
ば
、
道
路
が
整
備
さ
れ
て
い
た
り
、

橋
が
架
か
っ
て
い
た
り
、
交
通
信
号
が
つ
い

て
い
た
り
、
ゴ
ミ
を
処
理
し
て
く
れ
た
り
、

子
ど
も
が
学
校
に
通
っ
て
い
た
り
、
多
く
の

こ
と
が
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
国
家
の
防
衛
等
、
平
和
な
毎
日
で

は
全
く
問
題
意
識
も
起
き
ま
せ
ん
。
で
も
こ

れ
ら
全
て
に
費
用
が
か
か
り
、
そ
れ
が
税
金

と
い
う
形
で
国
民
の
負
担
に
な
り
ま
す
。
税

金
は
国
民
が
安
全
に
安
心
し
て
生
活
で
き
る

た
め
の
コ
ス
ト
、
言
い
換
え
れ
ば〝
生
活
安
全

協
会
〞の
会
費
を
負
担
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
の
税
、
即
ち
納
税
と
い
う
点
か

ら
、
国
民
に
納
得
し
て
負
担
し
て
貰
う
よ
う

に
理
解
を
求
め
る
の
が
我
々
の
大
き
な
使
命

で
す
。

　

こ
の
数
年
、
公
益
社
団
法
人
制
度
の
改
革

に
併
せ
た
よ
う
に
金
沢
法
人
会
で
は
当
時
の

専
務
理
事
の
不
祥
事
が
発
生
し
、
会
員
の
皆

様
は
じ
め
世
間
に
大
き
な
ご
心
配
、
ご
迷
惑

を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。
誠
に
申
し
訳
な

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
新
制
度
へ
の
移
行
に
つ

き
ま
し
て
は
、
全
会
員
の
皆
様
の
ご
賛
同
を

　

社
団
法
人
金
沢
法
人
会
が
石
川
県
知
事
の

認
定
の
下
、
四
月
一
日
付
で
公
益
社
団
法
人

金
沢
法
人
会
と
し
て
出
発
す
る
に
当
た
り
、

ひ
と
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
々
金
沢
法
人
会
は
昭
和
三
十
六
年
に
設

立
さ
れ
て
以
来
五
十
一
年
間
、
途
中
、
昭
和

四
十
七
年
に
社
団
法
人
化
し
て
以
来
四
十
一

年
、
法
人
会
の
目
的
に
則
り
金
沢
税
務
署
管

内
の
法
人
を
も
っ
て
組
織
さ
れ
、
正
し
い
税

知
識
の
理
解
と
納
税
意
識
の
高
揚
や
社
会
貢

献
活
動
等
に
務
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
四
年
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
基
づ

く
自
主
納
税
申
告
制
度
の
普
及
定
着
に
よ

り
、
国
家
財
政
の
基
盤
た
る
納
税
制
度
の
確

立
発
展
が
戦
後
の
混
乱
期
か
ら
脱
出
し
、
一
応

の
経
済
の
安
定
の
中
、
民
主
主
義
国
家
と
し

て
の
成
長
を
支
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
中
、
高
度
経
済
成
長
期
を
迎
え
、
よ
り

合
理
的
で
公
正
公
平
な
税
制
の
あ
り
方
を
求

め
、
さ
ら
に
は
そ
の
普
及
に
税
務
ご
当
局
と

国
の
根
幹
た
る
税̶

税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
覚
を
深
め
る

公
益
社
団
法
人
と
し
て
の「
初
心
」

金沢法人会会長

⻆間 俊夫
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⑴
生
産
等
設
備
投
資
促
進
税
制
の
創
設

　

適
用
事
業
年
度
終
了
の
日
に
保
有
し
て
い

る
国
内
の
生
産
等
設
備
の
取
得
価
額
の
合
計

が
、
次
の
①
及
び
②
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
、

新
た
に
取
得
等
を
し
た
機
械
・
装
置
に
つ
い
て
、

取
得
価
額
の
三
〇
％
の
特
別
償
却
ま
た
は
取

得
価
額
の
三
％
の
税
額
控
除(

た
だ
し
控
除
税

額
は
当
期
の
法
人
税
額
の
二
〇
％
を
限
度)

の

う
ち
い
ず
れ
か
を
選
択
適
用
で
き
ま
す
。

①
国
内
に
お
け
る
生
産
等
設
備
へ
の
年
間
総

投
資
額
が
減
価
償
却
費
を
超
え
た
場
合

②
国
内
に
お
け
る
生
産
等
設
備
へ
の
年
間
総

投
資
額
が
前
年
度
と
比
較
し
て
一
〇
％
超

増
加
し
た
場
合

（
＊
図
１
参
照
）

⑵
所
得
拡
大
促
進
税
制
の
創
設

　

国
内
の
雇
用
者
へ
の
給
与
を
五
％
以
上
増
や

し
て
支
給
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
給
与
支
給
増

加
額
の
一
〇
％
を
税
額
控
除（
た
だ
し
、
控
除

税
額
は
当
期
の
法
人
税
額
の
一
〇
％（
中
小
企

業
者
は
二
〇
％
）を
限
度
）で
き
る
こ
と
と
さ

れ
ま
す
。（
雇
用
促
進
税
制
と
は
選
択
適
用
）。

⑶
中
小
企
業
の
経
営
改
善
に
向
け
た
設
備
投

資
を
促
進
す
る
た
め
の
税
制
措
置
の
創
設

　

経
営
改
善
に
関
す
る
指
導
及
び
助
言
を
受

け
て
行
う
店
舗
の
改
修
等
に
伴
い
、
器
具
備

品
及
び
建
物
附
属
設
備
を
取
得
等
し
て
指
定

事
業
の
用
に
供
し
た
場
合
に
は
、
取
得
価
額

の
三
〇
％
の
特
別
償
却
ま
た
は
取
得
価
額
の

七
％
の
税
額
控
除（
た
だ
し
、
控
除
税
額
は
当

期
の
法
人
税
額
の
二
〇
％
を
限
度)

の
う
ち
い

ず
れ
か
を
選
択
適
用
で
き
ま
す
。

⑷
中
小
企
業
の
交
際
費
課
税
の
特
例
の
拡
充

　

中
小
企
業
の
交
際
費
課
税
の
特
例
に
つ
い

て
、
定
額
控
除
限
度
額
が
八
百
万
円（
現
行
六

百
万
円)

に
引
き
上
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
定

額
控
除
限
度
額
ま
で
の
金
額
の
損
金
不
算
入

措
置（
現
行
一
〇
％
）が
廃
止
さ
れ
ま
す（
八
百

万
円
以
下
の
交
際
費
が
全
額
損
金
算
入
可
）。

事
業
承
継
税
制
の
抜
本
的
な
見
直
し

　

非
上
場
株
式
等
に
係
る
相
続
税
、
贈
与
税

の
納
税
猶
予
制
度
に
つ
い
て
、
適
用
要
件
の

緩
和
、
利
子
税
等
の
負
担
の
軽
減
、
手
続
き

の
簡
素
化
等
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

〈
要
件
の
緩
和
〉

①
雇
用
確
保
要
件
の
緩
和

②
後
継
者
の
親
族
間
承
継
要
件
の
廃
止

③
先
代
経
営
者
の
役
員
退
任
要
件〔
贈
与
税
〕

の
緩
和

〈
負
担
の
軽
減
〉

①
利
子
税
の
負
担
軽
減

②
猶
予
税
額
の
再
計
算
の
特
例
の
創
設

③
納
税
猶
予
額
の
計
算
方
法
の
見
直
し

〈
手
続
の
簡
素
化
〉

①
事
前
確
認
制
度
の
廃
止

②
提
出
書
類
の
簡
略
化

③
そ
の
他
の
使
い
勝
手
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
措
置

平
成
二
十
五
年
度
税
制
改
正
の
あ
ら
ま
し

成
長
の
た
め
の
好
循
環
を
つ
く
り
、社
会
を
活
性
化

適
用
時
期
●
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
平

成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
開
始

す
る
各
事
業
年
度
に
取
得
等
を
し
た
国
内
の
事

業
の
用
に
供
す
る
生
産
等
設
備
に
つ
い
て
適
用
さ

れ
ま
す
。

適
用
時
期
●
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
平

成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
開
始

す
る
各
事
業
年
度
に
お
い
て
国
内
雇
用
者
に
支

給
す
る
給
与
等
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

適
用
時
期
●
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
平

成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
、指

導
・
助
言
を
受
け
て
行
う
店
舗
改
修
等
に
伴
う
器

具
備
品
及
び
建
物
附
属
設
備
の
取
得
等
に
つ
い

て
適
用
さ
れ
ま
す
。

適
用
時
期
●
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
平

成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
開
始

す
る
事
業
年
度
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

２　

資
産
税
関
係

法
人
会
で
は
全
国
の
中
小
企
業
者
の
声
を

国
に
届
け
税
制
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
毎

年
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
は
法
人
会
が
要
望
し
改
正

が
実
現
し
た
項
目
を
含
む
「
平
成
二
十
五

年
度
税
制
改
正
」
の
中
か
ら
抜
粋
し
て
掲

載
い
た
し
ま
し
た
。

１　

法
人
税
関
係

税務に役立つ小冊子を
無料配布

税務に役立つ小冊子を
無料配布

申し込みは
ファックスで受付いたします

　当会では、平成

25年度税制改正

の情報を織り込ん

だ『平成25年度 主

要税法取扱便覧』

を無料で配布いた

します。

　この冊子は国税

（法人税・所得税・

相続税・消費税等）

及び、地方税（住民

税・事業税・事業所

税等）の各種税目の取り扱いについて実務

家に必要な情報を一覧表形式で引きやすく

収録した税金ハンドブックです。

一覧表形式で使いやすい
実務家必携の

税金ハンドブックです。

覧表形式 使いやすい

別途申込書に所定事項をご記入になり、当会宛
てにお申し込みください。後日郵送させていた
だきます（冊子代金、送料とも無料です）。

＊図１

×30％…特別償却
又は×３％…税額控除

前年度の生産
等設備への年
間総投資額

生産等設備
への年間総
投資額

機械・装置
への投資額

10％
超増

減価
償却費

減
価
償
却
費
超

適用
年度

前年度
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し
ま
し
た
。

　

な
お
、
金
沢
市
へ
は
、
去
る
二
月
一
日（
金
）

に
当
会
若
林
副
会
長
と
七
田
専
務
理
事
が
、
ま

た
か
ほ
く
市
へ
は
二
月
六
日（
水
）に
、
当
会

か
ほ
く
支
部
の
今
村
支
部
長
、
坂
井
、
表
副
支

部
長
ら
が
、
そ
れ
ぞ
れ
市
役
所
を
訪
れ
、
各
市

長
に
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
「
タ
オ
ル
・
石
鹸
持
ち
寄
り
運
動
」は

女
性
部
会
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て

い
る
社
会
貢
献
活
動
で
、
平
成
二
十

四
年
度
は
タ
オ
ル
九
百
四
十
九
本
、

石
鹸
五
百
十
九
個
等
が
集
め
ら
れ
ま

し
た
。
平
成
十
二
年
度
に
は
じ
ま
っ

た
こ
の
活
動
は
本
会
及
び
青
年
部
会

の
協
力
を
得
て
続
け
ら
れ
て
お
り
、

研
修
会
等
に
持
ち
寄
ら
れ
た
タ
オ
ル

や
石
鹸
は
毎
年
社
会
福
祉
施
設
へ
寄

贈
し
て
い
ま
す
。
二
十
四
年
度
は
金
沢
市
内
四

施
設
へ
寄
贈
さ
れ
、
う
ち
二
施
設
で
は「
レ
イ

ン
ボ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

金
沢
法
人
会
で
は
毎
年
、
学
童
教
育
用
図
書

購
入
費
用
の
寄
贈
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
二
十

四
年
度
も
金
沢
市
へ
百
万
円
、
か
ほ
く
市
に
三

十
万
円
、
河
北
郡
二
町（
内
灘
町
・
津
幡
町
）へ

は
そ
れ
ぞ
れ
十
万
円
の
計
百
五
十
万
円
を
寄
贈

社
会
貢
献
活
動
報
告

―

山
野
金
沢
市
長
、油
野
か
ほ
く
市
長
に
手
渡
す―

タ
オ
ル
・
石
鹸
持
ち
寄
り
運
動

女
性
部
会

学
童
教
育
図
書
購
入
費
用
を

二
市
二
町
へ
寄
贈

研修会等の受付で回収を行い施設へ
寄贈している。

社会貢献委員会のメンバーが
手分けして施設へお届けした。

寄
贈
施
設

●
石
川
整
肢
学
園

　

金
沢
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー（
吉
原
町
）

●
社
会
福
祉
法
人　

希
望
が
丘（
小
池
町
）

●
聖
霊
乳
児
院（
長
町
）

●
聖
霊
愛
児
園（
長
町
）

健
全
な
地
域
社
会
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
企
業
も
人
も
豊
か
に
成
長
で
き
ま
す
。

金
沢
法
人
会
で
は
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
納
税
意
識
を
育
む
租
税
教
育
を

中
心
に
、
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

油野市長へ目録を手渡す今村支部長。

寄
贈
に
合
わ
せ
て
手
づ
く
り
コ
ン
サ
ー
ト
、

今
年
は
二
施
設
で
実
施

山野市長からの感謝状を受け
取る若林副会長。
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次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
租
税
の
意
義
や

役
割
を
正
し
く
学
ん
で
も
ら
う
た
め
の
租
税
教

育
活
動
を
、
金
沢
法
人
会
で
は
社
会
貢
献
活
動

の
大
き
な
柱
と
位
置
付
け
て
お
り
、
両
部
会
で

は
租
税
教
室
の
開
催
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

金
沢
法
人
会
で
は
平
成
二
十
四
年
度
の
租
税

教
育
活
動
と
し
て
、
青
年
部
会
が
四
校
、
三
百

六
十
二
名
、
女
性
部
会
が
二
校
、
二
百
四
十
五
名
、

合
計
六
校
に
お
い
て
小
学
六
年
生
六
百
七
名
の

児
童
を
対
象
に
租
税
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

租
税
教
育

女
性
部
会

青
年
部
会
四
校
、女
性
部
会
二
校
の

計
六
校
で
租
税
教
室
を
開
催

租
税
教
育

青
年
・
女
性
部
会

税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施

し
て
い
る
こ
の
事
業
は
、
租
税
教
育
活
動
の
一

環
と
し
て
全
国
の
女
性
部
会
が
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
も
の
で
、
本
年
度
よ
り
国
税
庁
の

後
援
を
得
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
応
募
作
品
の
中
か
ら
左
記
の
作
品

の
他
に
佳
作
十
点
、
入
賞
二
十
点
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

※

関
連
記
事
を
９
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

　
「
税
の
大
切
さ
」や「
税
の
役
割
」な
ど
租
税

教
室
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
絵
は
が
き
に
す
る
こ

と
で
一
層
理
解
が
深
ま
り
ま
す
。
女
性
部
会
で

は
、
租
税
教
室
の
開
催
校
を
は
じ
め
金
沢
市
内

の
小
学
六
年
生
を
対
象
に「
税
に
関
す
る
絵
は

が
き
」を
募
集
し
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま

す
。
金
沢
法
人
会
女
性
部
会
が
昨
年
か
ら
実
施

児
童
を
対
象
に
租
税
教
室
を

の
大
き
な
柱
と
位

は
租
税
教
室
の
開

六
年
生
六
百
七
名
の

を
開
催
し
ま
し
た
。

を
開
催

開
催
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

す

税
教
室
の
開

  8
1

金沢市立米丸小学校

25
1

金沢市立鞍月小学校

16
1

金沢市立額小学校

30
1

金沢市立大徳小学校

17
1

金沢市立菊川町小学校

  7
2

金沢市立大浦小学校

中央小学校
北川 可奈子さん

大徳小学校
瀬戸 温人さん

中央小学校
礒野 実友さん

中央小学校
浅田 明日香さん

中央小学校
鄭　允雅さん

優秀賞優秀賞

西南部小学校
沖野 絢優さん

小立野小学校
中村 咲月さん

鞍月小学校
山﨑 航佑さん

金沢法人会
女性部会長賞
金沢法人会
女性部会長賞

金沢法人
会長賞
金沢法人
会長賞

金沢
税務署長
表彰

金沢
税務署長
表彰
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復興特別法人税の申告、納付等について教えてく
ださい。
復興特別法人税制度の概要及びその具体的内容
は次のとおりです。

１．概要
　法人の各事業年度の所得の金額に対する法人税の額
に10% の税率を乗じて計算した復興特別法人税を、法
人税と同じ時期に申告・納付することとされているもので
あり、利子など一定の所得に課された復興特別所得税の
額などがある場合には、所定の金額を控除した後の金額
を納付することとされています。また、復興特別法人税の
額の計算上控除しきれない復興特別所得税の額がある場
合には、その還付を受けるための申告書を提出すること
ができることとされています。
２．具体的内容
（1） 納税義務者
　法人は、基準法人税額につき、復興特別法人税を納
める義務があります。なお、人格のない社団等について
も法人とみなすこととされています。
（2） 課税事業年度
　復興特別法人税の課税の対象となる事業年度 ( 以
下「課税事業年度」といいます。)は、一定の場合を除き、
法人の平成24年４月１日から平成27年３月31日まで
の期間内に最初に開始する事業年度開始の日から同
日以後３年を経過するまでの期間内の日の属する事業
年度とされています。
（3） 課税標準
　課税標準は、各課税事業年度の課税標準法人税額と
されており、この課税標準法人税額は、一定の場合を除き、
各課税事業年度の基準法人税額とされています。
　また、基準法人税額は、法人税申告書別表一(一 )を
使用する法人の場合、次の算式により計算した金額とな
ります。

基準法人税額＝「２」欄－「３」欄＋「５」欄

（4） 税額の計算
イ  復興特別法人税の額
　復興特別法人税の額は、次の算式により計算した
金額となります。
復興特別法人税の額=課税標準法人税額×10%

口  復興特別所得税の控除額
　各課税事業年度において利子・配当等について課
される復興特別所得税の額については、法人税の額
からは控除できず、上記復興特別法人税の額から控
除され、計算上控除しきれなかったものがあるときは、
その控除しきれなかった復興特別所得税の額の還付
を受けることができます。
　なお、復興特別所得税は所得税と併せて源泉徴収
されますので、控除を受けるべき金額の計算の基礎
となる復興特別所得税の額は、源泉徴収された「所
得税及び復興特別所得税の額」に2. 1/102. 1を乗
じて計算した金額となります。

ハ  外国税額の控除
　外国税額控除についても、その課税事業年度の控
除対象外国法人税の額が法人税の控除限度額を超
えるときは、その超える金額を一定の控除限度額の範
囲内で、復興特別法人税の額から控除することとさ
れています。

（5） 申告及び納付等
　各事業年度終了の日の翌日から２月以内に、復興特
別法人税申告書を提出しなければなりません。ただし、
課税標準である課税標準法人税額がない場合には、復
興特別法人税申告書を提出する必要はありません。
　また、納付すべき復興特別法人税の額があるときは、
復興特別法人税申告書の提出期限までに、その復興特
別法人税を納付する必要があります。
(注 )
1　申告書の提出期限が延長されている場合には、復興
特別法人税申告書の提出期限は、その延長された提出
期限となります。
2　課税標準法人税額がない場合においても、控除をさ
れるべき復興特別所得税の額があるときは、復興特別
法人税申告書を提出することにより、その復興特別所
得税の額の還付を受けることができます。

税務
相談
税務
相談
税務
相談
　　最近相談の多い
　　　　　事例より

復興特別法人税について

e-Taxを利用して電子申告
等をした後に、届出をした
預貯金口座から、簡単な操
作で即時又は期日を指定し
て納付することができます。

※事前にダイレクト納付利用届出書の提出が必要です。
※届出書の提出から利用可能となるまで、１か月程度かかります。
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◆
日
時
／
２
月
12
日
（
火
）

◆
場
所
／
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
金
沢

◆
テ
ー
マ
・
講
師

加
賀
の
生
活
と
献
立

本
会
で
開
催
さ
れ
る
研
修
会
の
ほ
か
に
各
支
部
で
も
独
自
の
研
修
会
を
実
施

し
て
、
広
く
学
ぶ
機
会
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

経
営
を
学
び
語
り
合
お
う

問
屋
町
支
部

米
丸
支
部

料
亭
大
友
楼
ご
主
人

　 

大
友 

佐
俊
氏

金
沢
税
務
署　

審
理
専
門
官

源
泉
所
得
税
担
当

  

　
　  

谷
口 

實
榮
氏

◆
日
時
／
12
月
11
日
（
火
）

◆
場
所
／
金
沢
流
通
会
館

◆
テ
ー
マ
・
講
師

年
末
調
整
の
留
意
事
項
に
つ
い
て

ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
源
泉
所
得
税
の

納
付
に
つ
い
て

㈱
金
沢
倶
楽
部

代
表
取
締
役

　
山
田 

元
一
氏

◆
日
時
／
３
月
13
日
（
水
）

◆
場
所
／
金
沢
流
通
会
館

◆
テ
ー
マ
・
講
師

地
域
で
成
功
し
て
い
る

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

◆
日
時
／
１
月
31
日
（
木
）

◆
場
所
／
か
ほ
く
市
高
松
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

◆
テ
ー
マ
・
講
師

Ｐ
Ｆ
Ｕ
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
今
後
の
方
向
性

〜
地
域
に
愛
さ
れ
る

　

企
業
を
目
指
し
て
〜

か
ほ
く
支
部

㈱
Ｐ
Ｆ
Ｕ

代
表
取
締
役
社
長

  

　
　 

長
谷
川 

清
氏

◆
日
時
／
３
月
19
日
（
火
）

◆
場
所
／
元
湯
石
屋

◆
テ
ー
マ
・
講
師

琵
琶
演
奏
会

城
北
支
部

鶴
田
流
薩
摩
琵
琶
奏
者

　
櫻
井 

亜
木
子
氏

日時／平成25年５月17日（金） 午後２時～
場所／ＡＮＡクラウンプラザホテル金沢 ３階 鳳の間

【記念講演会】

時　　間／午後２時～３時30分

演　　題／日本は再生できるのか？ 
講　　師／大阪府市統合本部特別顧問
　　　　　（元）経済産業省官僚

　　  　　古賀 茂明氏
【総　会】

時　　間／午後３時45分～５時
報告事項／平成25年度事業計画及び同収支予算書について
審議事項／①平成24年度事業報告及び同収支決算報告承認の件
　　　　　②役員選任（案）承認の件

【懇親会】

時　　間／午後５時20分～６時50分
会　　費／3,000円

公益社団法人 金沢法人会

【プロフィール】 
東京大学法学部を卒業後、通商産業省
（現・経済産業省）に入省。大臣官房会計
課法令審査委員、産業組織課長、ＯＥＣＤ
プリンシパル・アドミニストレーター、産
業再生機構執行役員、経済産業政策課
長、中小企業庁経営支援部長などを歴
任し、2011年9月退官。
2011年12月に大阪府市統合本部特別
顧問、翌年２月に大阪府市エネルギー
戦略会議委員に就任し、現在副会長。

第１回 通  常  総  会  の  ご  案  内
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業
種
交
流
を
目
的
に
租
税
教
育
委
員
会
が
中

心
と
な
っ
て
企
画
運
営
し
ま
し
た
。

　
「
な
ぜ
、
税
金
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
」を
テ
ー
マ
に
、
第
一
部
で
は
租
税
教
室
を

開
催
、
身
近
な「
給
料
明
細
」か
ら
自
分
た
ち

が
収
め
て
い
る
税
金
や
社
会
保
険
料
を
例

に
、
社
会
や
企
業
と
自
ら
を
結
ぶ「
税
」に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
第
二
部

　

青
年
部
会
で
は
租
税
教
育
活
動
の
新
た
な

試
み
と
し
て
、
去
る
平
成
二
十
五
年
二
月
十
三

日（
水
）、
金
沢
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お

い
て
、
新
入
社
員
や
若
手
社
員
を
対
象
と
し
た

「
研
修
交
流
租
税
教
室
」を
開
催
。
若
手
社
員

二
十
四
名
を
含
む
計
四
十
一
名
が
参
加
し
ま

し
た
。こ
の
事
業
は
、若
手
社
員
の
納
税
意
欲
・

勤
労
意
欲
の
向
上
、
並
び
に
社
員
同
士
の
異

若
手
社
員
対
象
の
研
修
交
流
租
税
教
室

租
税
教
育
活
動
に
新
企
画

↑

　

青
年
部
会
は
、
去
る
十
二
月
二
十
二
日

（
土
）金
城
樓
に
お
い
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
東

京
で
は
な
く
、
金
沢
に
住
む
と
い
う
選
択
」を

（
社
）日
本
建
築
家
協
会
北
陸
支
部
石
川
地
域

会
と
の
連
携
事
業
と
し
て
共
催
し
ま
し
た
。

　

北
陸
新
幹
線
の
開
業
を
目
前
に
し
た
文
化

都
市
金
沢
の
定
住
人
口
や
長
期
滞
在
人
口
増

加
の
可
能
性
に
つ
い
て
探
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
パ
ネ
ラ
ー
と
な
っ
た
多

彩
な
有
識
者
か
ら
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
か

ら
の
提
案
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　

な
お
閉
会
に
あ
た

り
、
当
会
の
能
登
青

年
部
会
長
が
あ
い
さ

つ
を
行
い
ま
し
た
。

「
東
京
で
は
な
く
、金
沢
に
住
む
と
い
う
選
択
」

特
別
企
画
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
共
催

　

平
成
二
十
五
年
二
月
十
八
日（
月
）、Ｋ
Ｋ
Ｒ

ホ
テ
ル
金
沢
で
女
性
部
会
の
第
二
回
研
修
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
は
二
部
構
成

で
行
わ
れ
、
小
学
校
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
宮
谷

理
香
氏
の
演
奏
と
講
演
、
金
沢
税
務
署
広
報

広
聴
官
の
金
森
久
憲
氏
の
講
演
と
内
容
の
濃

い
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

第
一
部
　
こ
こ
ろ
を
耕
す

〜
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
〜

　

講
師
の
宮
谷
氏
が
高
校
生
の
頃
、
無
邪
気

に
口
に
し
た「
世
界
が
認
め
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
に

な
る
わ
」と
い
う
言
葉
。
顕
在
的
に
も
、
ま
た

潜
在
下
に
お
い
て
も
、
自
分
の
言
葉
に
近
づ

く
た
め
に
努
力
さ
れ
た
こ
と
が
、
今
日
の
成

功
の
第
一
歩
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
間
近
で
ピ
ア
ノ
の
演
奏
を
聞
く
と
澄
ん

だ
音
色
の
裏
側
に
、
水
面
下
で
激
し
く
足
を

動
か
す
水
鳥
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
懸
命
な
努

力
が
垣
間
見
え
、
そ
の
姿
は
子
ど
も
達
の「
心

を
耕
す
」ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ン
サ
ー
ト
に
ふ
さ

わ
し
い
も
の
で
し
た
。
心
が
洗
わ
れ
る
よ
う

な
素
晴
ら
し
い
演
奏
と
講
演
で
し
た
。

第
二
部
　
税
務
調
査
の
現
場
か
ら

〜
調
査
官
が

　
　

経
験
し
た
こ
と
感
じ
た
こ
と
〜

　

申
告
が
適

正
で
な
い
と

認
め
ら
れ
る

納
税
者
に
対

し
て
的
確
な

調
査
・
指
導

を
行
う
の
が

調
査
官
の
仕

事
と
金
森
氏
。

過
少
申
告
等
へ
の
加
算
税
は
一
〇
％
で
す
が
、

明
ら
か
に
意
図
的
で
あ
れ
ば
三
五
％
課
さ
れ

ま
す
。
た
だ
悪
質
で
な
い
限
り
は
、
実
際
の

税
務
調
査
は
〝
優
し
い
気
持
ち
〞
で
行
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
金
沢
税
務
署
で
は
納
税
者
の
利
便

性
の
向
上
や
税
務
行
政
の
効
率
化
を
図
る
べ

く
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の
普
及
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ

と
を
説
明
さ
れ
、
さ
ら
な
る
協
力
を
呼
び
掛

け
て
講
演
を
終
わ
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
は
二
部
構
成
で
実
施

女
性
部
会
第
二
回
研
修
会
を
開
催

ピアニストの宮谷理香氏。

心が洗われるような演奏だった。

金沢の魅力を活かすために何が必要か？

閉会のあいさつを行う
青年部会の能登部会長。

金沢税務署広報広聴官の金森久憲氏。
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で
は
同
テ
ー
マ
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
各
グ
ル
ー

プ
に
は
青
年
部
会
メ
ン
バ
ー
が
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加
し
、
活
発
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
税
が

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
」、「
地
域
貢
献

を
意
識
し
て
仕
事
に
取
り

組
み
た
い
」、「
異
業
種
交

流
の
貴
重
な
機
会
だ
っ

た
」な
ど
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

 

第２部では青年部会員もグループディスカッションに参加。

第１部は租税教室。
税を身近なものと
実感してほしい！ 

　

女
性
部
会
は
租
税
教
育
活
動
の
一
環
と
し

て
、
金
沢
市
の
小
学
校
６
年
生
を
対
象
に「
税

に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」を
開
催
。

審
査
の
結
果
、
金
沢
税
務
署
長
賞
、
金
沢
法

人
会
長
賞
、
金
沢
女
性
部
会
長
賞
各
一
点
、

優
秀
賞
五
点
、
佳
作
十
点
、
入
賞
二
十
点
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

金
沢
税
務
署
長
賞
を
受
賞
し
た
小
立
野
小
学

校
・
中
村
咲
月
さ
ん
の
作
品
は
、
さ
ら
な
る
選

考
の
結
果
、
北
陸
地
区
の
代
表
と
な
る
全
法
連

女
連
協
会
長
賞
を
獲
得
。去
る
三
月
五
日（
火
）

に
は
同
小
学
校
に
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
浦
畑

勉
金
沢
税
務
署
長
及
び
浅
野
部
会
長
よ
り
賞
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
村
さ
ん
の
作
品
は
四
月
十
一
日
に
開
催
さ

れ
た
、
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
愛
知
大
会
で

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

金
沢
税
務
署
長
賞
作
品
が
北
陸
地
区
代
表
作
品
に

「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」開
催

　

平
成
二
十
五
年
二
月
十
八
日（
月
）石
川
県

立
音
楽
堂
邦
楽
ホ
ー
ル
に
て
、
青
年
部
会
は

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
公
開
講
演
会
を
開

催
、
一
般
聴
講
者
を
含
む
約
四
百
五
十
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
今
回
の
講
師
は
、
元
外
務

省
主
任
分
析
官
で
作
家
の
佐
藤
優
氏
、「
日
本

の
未
来
を
描
く　

裏
側
か
ら
み
る
日
本
外

交
」を
テ
ー
マ
に
約
九
十
分
間
の
講
演
を
行
い

ま
し
た
。

　
「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
」の
語
源
を
説
明
す

る
中
で
、
そ
れ
は「
生
き
残
っ
て
い
く
た
め
に

必
要
な
知
恵
」だ
と
氏
は
強
調
し
、
日
本
が
現

在
直
面
し
て
い
る
様
々
な
外
交
問
題
に
関
し

て
、
独
自
の
情
報
分
析
を
交
え
な
が
ら
わ
か

り
や
す
い
解
説
を
展
開
し
て
い
き
ま
し
た
。

一般聴講者を含む約450名が参加。

独自の情報分析で直面する
外交問題について解説。

「
日
本
の
未
来
を
描
く 

裏
側
か
ら
み
る
日
本
外
交
」

青
年
部
会
が
公
開
講
演
会
を
開
催

3

金沢税務署長賞の中村さんを挟んで右が浦畑金沢税務署長、
左が浅野女性部会長。

鶴
見　

静
朗

東
出
外
治
郎

森
　

国
形

岡
崎
　

元

西
村　

公
裕

㈱
Ａ
.
Ｓ
.
Ｋ

ハ
ウ
ス
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
キ
ズ
ナ
㈱

㈲
モ
リ
ク
ニ

Ｂ
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
ｒ
ａ
㈱

㈲
金
沢
キ
ッ
ズ

島
崎　

将
史

岡
田　

有
希

森
埜　

真
人

喜
田
　

修

佐
々
木
康
富

坂
野　

俊
紀

小
林　

芳
顕

森
　

靖
弘

角
谷　

明
美

米
田
　

誠

山
本　

尚
登

竹
澤　

敦
子

㈱
Ｃ
ｏ
ｒ
ｅ　

Ｌ
ｏ
ｃ
ｋ

㈱
ピ
ー
ス
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

㈲
ｂ
ａ
ｒ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ

㈱
ケ
ー
ア
イ
シ
ス
テ
ム

新
世
紀
ラ
イ
フ
ケ
ア
㈱

㈱
グ
リ
ー
ン

傅
正
㈱

㈱
森
板
金
工
業

㈱
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ

㈱
レ
ン
タ
コ
ム
･
エ
イ
シ
ー

㈱
リ
バ
ー

社
会
福
祉
法
人 

愛
里
巣
福
祉
会

新
会
員
紹
介

（
平
成
二
十
四
年
十
二
月
一
日
〜　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
）

◆
法
人
名
　
◆
代
表
者
名
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四
十
歳
過
ぎ
て
か
ら
の「
知
恵
熱
」

　

私
は
三
姉
妹
の
長
女
で
大
学
は
東
京
に
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
父
の「
薬
剤
師
に

な
る
の
な
ら
」と
の
条
件
に
飛
び
付
き
、
と
に

か
く
東
京
へ
行
き
た
い
！
の
一
心
で
薬
学
の
道

を
選
ぶ
こ
と
に
し
ま
し
た
。
四
年
間
の
東
京
生

活
を
終
え
金
沢
へ
。
済
生
会
病
院
に
薬
剤
師
と

し
て
一
年
間
勤
務
し
た
後
、
映
寿
会
病
院
で
興

味
の
あ
っ
た
漢
方
薬
の
調
剤
を
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
昭
和
五
十
八
年
、
出
産
を
機
に
主
婦
業

に
専
念
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

六
十
三
年
、
実
家
の
父
が
設
立
し
た
損
害
保

険
代
理
店
ト
ミ
シ
ョ
ー
プ
ラ
ン
に
パ
ー
ト
と
し

て
入
社
、
冨
木
医
療
器
㈱
の
福
利
厚
生
の
一
環

と
し
て
、
社
員
に
自
動
車
、
火
災
、
積
立
傷
害

保
険
等
の
案
内
を
し
て
い
ま
し
た
。
平
成
九
年
、

生
損
保
乗
合
が
あ
り
、
ト
ミ
シ
ョ
ー
プ
ラ
ン
も

生
命
保
険
を
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
改
め

て
知
識
を
深
め
る
た
め
Ｆ
Ｐ
の
資
格
を
取
り
ま

し
た
。
そ
の
後
も
必
要
と
思
っ
た
資
格
に
対
し

て
は
一
つ
ひ
と
つ
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。
子
育

て
や
家
事
、
仕
事
、
い
く
つ
も
同
時
進
行
で
し

た
が
家
族
の
応
援
に
支
え
ら
れ
て
き
た
と
思
い

ま
す
。「
資
格
を
取
り
に
東
京
へ
二
週
間
行
き

た
い
」と
家
族
に
相
談
す
る
と
、「
勉
強
に
行
く

ん
だ
ろ
」と
夫
の
両
親
、「
も
う
決
め
て
い
る
ん

で
し
ょ
」と
夫
、「
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
」と
娘

た
ち
。
四
十
歳
過
ぎ
て
か
ら
、
知
恵
熱
が
出
る

く
ら
い
勉
強
し
て
取
っ
た
資
格
で
あ
り
、
保
険

だ
け
で
な
く
株
式
、
投
資
、
不
動
産
、
税
金
等
、

幅
広
く
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
た
い
と
思
い
、

セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
友
人

の
貸
衣
装
店
を
会
場
に「
賢
い
妻
は
こ
こ
ま
で

知
っ
て
お
き
た
い
」と
題
し
、
新
婚
さ
ん
に
必

要
な
お
金
の
知
識
、
年
金
や
健
康
保
険
の
仕
組

み
、
保
険
の
正
し
い
考
え
方
や
変
更
の
方
法
、

年
末
調
整
、
確
定
申
告
の
方
法
な
ど
の
内
容
で

す
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
現
在
も
続
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
四
年
、
北
國
新
聞
社
主
催
の
マ
ネ
ー

セ
ミ
ナ
ー
に
保
険
の
見
直
し
相
談
員
と
し
て
、

三
年
間
に
約
千
名
以
上
の
方
の
家
族
全
員
の
保

険
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
時
の
方
々

が
現
在
の
お
客
様
で
あ
り
、
ま
た
紹
介
者
で
す
。

こ
れ
を
機
に
コ
バ
ン
ザ
メ
企
業
だ
っ
た
我
が
社

は
、
冨
木
医
療
器
か
ら
経
営
を
分
離
し
独
立
採

算
で
会
社
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

究
極
の
社
会
保
険
料
の
削
減
対
策

　

十
八
年
、
ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
た
め
、
住
宅
ロ
ー
ン
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
４
０
１
Ｋ（
確
定
拠
出
年
金
）販
売
資

格
を
取
得
、
さ
ら
に
Ｆ
Ｐ
の
幅
を
広
げ
ま
し
た
。

十
九
年
に
は
相
続
Ｆ
Ｐ
の
認
定
も
受
け
、
税
理

士
、
司
法
書
士
、
社
会
保
険
労
務
士
と
提
携
し
、

相
続
、
事
業
承
継
相
談
業
務
も
手
掛
け
て
い
ま

す
。
そ
の
間
に
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格
も

取
り
、
お
客
様
の
相
談
に
も
役
立
て
て
い
ま
す
。

後
先
考
え
ず
や
る
だ
け
や
る
、
怖
い
も
の
知
ら

ず
、
ク
ヨ
ク
ヨ
し
な
い
。
嫌
な
こ
と
も
美
味
し

い
も
の
を
食
べ
て
一
晩
寝
れ
ば
翌
日
は
ケ
ロ
リ

の
性
格
が
、
私
の
元
気
の
素
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
は
生
命
保
険
、
損
害
保
険
の
業
務
と
並

行
し
て
選
択
制
４
０
１
Ｋ
の
導
入
推
進
業
務
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
選
択
制
４
０
１
Ｋ
と
は

年
金
制
度
改
正
で
導
入
さ
れ
た
確
定
拠
出
年
金

制
度
で
、
企
業
年
金
の
一
種
で
す
。
会
社
が
拠

出
す
る
の
で
は
な
く
、
制
度
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
役
員
・
社
員
が
自
分
の
老
後
の
た
め
に
積

立
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、税
金
と
社
会
保
険
料（
労

使
と
も
）の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
も
の
で
す
。

中
小
企
業
に
重
く
の
し
か
か
る
社
会
保
険
料
負

担
は
、
十
九
年
か
ら
毎
年
〇
・
三
五
四
％
ア
ッ

プ
し
、
二
十
九
年
に
は
十
八
・
三
〇
％
に
固
定

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
で
は
少
々
給
与
が
ア
ッ
プ
し

て
も
手
取
り
金
額
は
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
我

が
社
で
は
こ
れ
を
い
ち
早
く
導
入
し
、
大
都
市

だ
け
で
な
く
、
こ
こ
北
陸
に
も
浸
透
さ
せ
、
多

く
の
企
業
に
導
入
し
て
頂
く
よ
う
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

自
分
が
面
白
い
と
思
う
こ
と
を
し
な
が
ら
、

し
か
も
人
様
の
お
役
に
立
て
れ
ば
最
高
！
母
親

の
や
り
放
題
を
見
て
育
っ
た
娘
二
人
の
今
は
女

医
と
薬
剤
師
、
親
か
ら
見
て
も
な
か
な
か
の
ハ

ン
サ
ム
ウ
ー
マ
ン
だ
と
一
人
納
得
し
て
い
ま
す
。

ト
ミ
シ
ョ
ー
プ
ラ
ン
の

５
つ
の
お
や
く
そ
く

１　

お
金
の
大
切
さ
を
お
客
様
に
伝
え
る
た
め
、
日
々

学
び
行
動
し
ま
す
。

２　

心
の
健
康
、
体
の
健
康
、
お
金
の
健
康
に
役
立
つ

情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

３　

お
金
に
関
す
る
専
門
的
知
識
や
用
語
を
わ
か
り
や

す
く
丁
寧
に
ご
説
明
し
ま
す
。

４　

お
客
様
の
声
に
常
に
耳
を
傾
け
、
時
代
に
あ
っ
た

商
品
を
ご
案
内
し
ま
す
。

５　

一
人
ひ
と
り
に
ピ
ッ
タ
リ
の
商
品
を
、
お
客
様
と

一
緒
に
考
え
、
選
ぶ
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

貯
め
グ
セ
３
ヶ
条

１
、 

時
間
と
利
率
を
味
方
に
つ
け
よ
う
。

２
、 

円
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
外
貨
も
視
野
に
入
れ
よ
う
。

３
、 

本
物
を
見
極
め
る
力
を
つ
け
る
た
め
に
、
自
分
に

投
資
し
よ
う
。

冨木医療器グループ

㈱トミショープラン
金沢市問屋町2-73
TEL（076）239-0555

常務取締役　新田　陽子

薬剤師から主婦を経て
ＦＰ(ファイナンシャルプランナー)へ

出身地●金沢市
業務内容●生命保険（8社）・損害保険（3社）代理店
モットー●人生はお金と二人三脚。賢く貯めて、賢く

使う仕掛け人。
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表
紙
解
説

呼
び
方
い
ろ
い
ろ

石
川
県
で
は
「
ダ
ラ
豆
」
と
も

　

加
賀
つ
る
ま
め
の「
つ
る
ま
め
」は
地
元
・
石
川

で
呼
ば
れ
て
い
る
名
称
で
あ
り
、正
式
に
は「
フ

ジ
マ
メ
」の
こ
と
で
す
。フ
ジ
マ
メ
は
、イ
ン
ド
、東

南
ア
ジ
ア
、中
国
な
ど
で
広
く
栽
培
さ
れ
て
お

り
、一
六
五
〇
年
頃
、か
の
隠
元
禅
師
が
中
国
か

ら
日
本
へ
導
入
し
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。ま

た
、さ
ら
に
遡
っ
た
平
安
時
代
の
和
漢
辞
典『
新

撰
字
鏡
』（
九
〇
〇
年
頃
）や
日
本
最
古
の
薬
物

辞
典『
本
草
和
名
』（
九
一
〇
年
頃
）な
ど
に
も
フ

ジ
マ
メ
の
記
述
が
あ
り
、渡
来
年
代
は
定
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

近
畿
・
関
西
方
面
を
中
心
と
し
た
西
日
本
各

地
で
栽
培
さ
れ
て
き
た
フ
ジ
マ
メ
は
さ
ま
ざ
ま

な
地
方
名
を
持
ち
、江
戸
時
代
の『
物
類
称
呼
』

（
一
七
七
五
年
）に
は
、関
西
で
隠
元
豆
、伊
勢
で

千
石
豆
と
呼
ば
れ
る
と
記
載
が
あ
り
ま
す
。千

石
豆
は
豊
産
を
意
味
す
る
名
称
で
、岐
阜
・
愛
知

両
県
で
は〝
千
石
〞の
さ
ら
に
上
を
行
く
万
石
豆

と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
。石
川
県
で
の
別
名「
ダ
ラ

豆
」も
、「
ダ
ラ（
馬
鹿
）ほ
ど
採
れ
る
」「
ダ
ラ
で

も
作
れ
る
」な
ど
と
い
っ
た
、収
量
の
多
さ
か
ら

つ
け
ら
れ
た
名
称
だ
そ
う
で
す
。

　

県
内
で
の
栽
培
が
い
つ
頃
か
ら
始
ま
っ
た
か

詳
し
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、昭
和
二

十
年
代
頃
と
思
わ
れ
ま
す
。

懐
か
し
い
夏
の
味

ナ
ス
や
車
麩
と
煮
物
に

　

金
沢
に
し
か
な
い
特
産
野
菜
と
い
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、加
賀
料
理
の
食
材
と
し
て

古
く
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、一
九
九
八
年

に
加
賀
野
菜
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。金
沢

で
は
し
っ
か
り
と
味
付
け
し
た
煮
物
が
、夏
の
お

惣
菜
と
し
て
家
庭
の
食
卓
に
上
り
ま
す
。旬
の

ナ
ス
や
油
揚
げ
、車
麩
な
ど
の
食
材
と
相
性
が

ぴ
っ
た
り
で
、加
賀
つ
る
ま
め
特
有
の
ク
セ
や
香

り
も
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

　

サ
ヤ
全
体
に
生
え
た
短
い
産
毛
の
よ
う
な
も

の
が
独
特
の
食
感
を
生
み
出
し
、汁
の
絡
み
が
良

い
の
で
煮
物
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、胡
麻
み
そ
和
え
や
天
ぷ
ら
に
も
ぜ
ひ
お
試

し
く
だ
さ
い
。

【
加
賀
つ
る
ま
め
の
健
康
豆
知
識
】

●
水
に
溶
け
な
い
食
物
繊
維
が
多
く
、便
秘
予

防
効
果
が
期
待
で
き
る
。

●
カ
リ
ウ
ム
を
多
く
含
み
体
内
の
余
分
な
水
分

を
体
外
に
排
除
し
て
血
圧
を
下
げ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。

●
カ
ロ
テ
ン
・
タ
ン
パ
ク
質
・
鉄
を
多
く
含
み
血

行
を
促
し
、食
欲
増
進
、疲
労
回
復
に
効
果
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

 

写
真
提
供
・
協
力

　
　
　
　
　

 

金
沢
市
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
協
会

主
な
産
地
：
金
沢
市
花
園
地
区
、富
樫
地
区

出
荷
時
期
：
六
月
中
旬
か
ら
十
月
下
旬

加賀
野菜

1.つるまめは筋を取りさっと塩ゆでする。
さつま揚げは適当な大きさに切る。

2.鍋にだし汁、つるまめ、さつま揚げ、下ゆ
でしたこんにゃく、醤油、砂糖、みりんを
入れ10分ほど煮る。

3.つるまめが柔らかくなったら皿に盛り付
ける。

加賀つるまめと
さつま揚げの煮物

飾らない家庭の味

材料（４人分）

お試しく
ださい

13

●加賀つるまめ…100ｇ
●さつま揚げ…４枚
●つきこんにゃく…１袋
●だし汁…1.5カップ ●砂糖…大さじ１
●醤油…大さじ２ ●みりん…大さじ１ 賀

つ
る
ま

加
賀
加
賀
つ
る
ま
め

加
賀
つ
る
ま
め

オリジナルレシピ募集中！

「赤ずいき」を使った我が家のメニュ
ーをぜひ教えてください。ご応募いた
だいた中から１品をほうじん金沢で
紹介させていただきます。

料理のレシピに写真を添付の上、下
記まで郵送またはメールでお送りく
ださい。
〒920-0919 金沢市南町４番60号
金沢法人会料理レシピ募集係
E-mail  inc@kanazawa-houjinkai.or.jp

応募方法

金
沢
の
今

金
沢
駅

（
鼓
門
・
も
て
な
し
ド
ー
ム
）

　

金
沢
ゆ
か
り
の
伝
統
芸
能
、加
賀
宝
生
の
鼓
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
つ
く
ら
れ
た
木
製
の「
鼓
門
」と
、

三
千
枚
以
上
の
ガ
ラ
ス
を
用
い
た
明
る
く
現
代

的
な「
も
て
な
し
ド
ー
ム
」。伝
統
を
重
ん
じ
な
が

ら
も
新
し
い
こ
と
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
、金

沢
ら
し
さ
が
表
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
七
年
の
完
成
以
来
、金
沢
の
新
し
い
顔

と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し
、二
年
後
の
北
陸
新
幹

線
開
業
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　加賀つるまめをさっと下茹
ですると独特の香りが気にならなくなります。
冷えてもおいしくいただけます。

ワンポイント
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◆
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　２人に１人ががんになる
時代、年間約36万人もの人
ががんで亡くなっています。
がんは見つけるのが早いほ
ど、体に負担の少ない方法
で適切な治療を進められる
可能性が高くなります。その
ためにも検診が必要なので
す。厚生労働省は、2007年
の「がん対策推進基本計画」
からがん検診受診率の目標
を５割としていますが、現状
は２～３割。まだ目標には達
していません。
　誰もががんになる可能性
がある時代ですから、むしろ
「がんがない」ことを確かめ
るためにも、検診を健康管
理の一つとして受ける必要
があるのです。

がん検診は
健康管理の一つ

◆
研
修
会
・
説
明
会
・
社
会
貢
献

12
月
22
日　

青
年
部
会
特
別
企
画

１
月
17
日　

１
月
定
例
研
修
会

　
　

31
日　

役
員
研
修
会

　
　
　
　
　

か
ほ
く
支
部
研
修
会

２
月
５
日　

女
性
部
会
新
入
部
会
員
説
明
会

　
　

12
日　

米
丸
支
部
研
修
会

　
　

13
日　

青
年
部
会
研
修
交
流
租
税
教
室

　
　

18
日　

青
年
部
会
公
開
講
演
会　

　
　
　
　
　

女
性
部
会
第
２
回
研
修
会

３
月
13
日　

問
屋
町
支
部
研
修
会

　
　

15
日　

３
月
定
例
研
修
会

　
　

19
日　

城
北
支
部
役
員
会

◆
役
員
会
・
委
員
会
・
懇
談
会

12
月
20
日　

南
小
立
野
支
部
役
員
会

　
　
　
　
　

女
性
部
会
第
３
回
研
修
・
租
税

教
育
委
員
会
（
租
税
教
室
体
験

会
）

１
月
10
日　

青
年
部
会
第
３
回
租
税
教
育
委

員
会

　
　

17
日　

青
年
部
会
第
４
回
正
副
部
会
長

会
議

　
　

22
日　

女
性
部
会
第
３
回
正
副
部
会
長

会
議

　
　

31
日　

第
３
回
正
副
会
長
会
議

　
　
　
　
　

第
３
回
役
員
会

２
月
４
日　

青
年
部
会
第
４
回
租
税
教
育
委

員
会

２
月
５
日　

女
性
部
会
第
３
回
役
員
会

　
　

７
日　

青
年
部
会
第
６
回
役
員
会

　
　

14
日　

問
屋
町
支
部
役
員
会 

　
　

15
日　

第
４
回
正
副
会
長
会
議

　
　
　
　
　

安
原
支
部
役
員
会

　
　

18
日　

女
性
部
会
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー

ル
審
査
会

　
　

21
日　

公
益
事
業
推
進
委
員
会

３
月
６
日　

女
性
部
会
第
２
回
社
会
貢
献
委

員
会

　
　

12
日　

女
性
部
会
第
２
回
組
織
委
員
会

　
　

13
日　

広
報
委
員
会

　
　
　
　
　

駅
東
地
区
３
支
部
合
同
役
員
会

　
　

14
日　

第
２
回
厚
生
事
業
等
推
進
委
員
会

　
　
　
　
　

青
年
部
会
第
５
回
正
副
部
会
長

会
議

　
　

15
日　

小
立
野
支
部
役
員
会

　
　
　
　
　

金
石
・
大
野
支
部
役
員
会

　
　

17
日　

額
支
部
役
員
会

金沢支社
〒920-0853 金沢市本町1-5-2 リファーレ7Ｆビル
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